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 原子力事故時の複数モデルによる大気拡散評価法を、１Ｆ事故データを参照値として検討し、大気中濃

度の空間分布及び濃度値の予測精度が重み付きアンサンブルで改善することが示された。 
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1.諸言  原子力緊急時の大気拡散モデル予測は、面的分の評価が可能であること、1，2日程度先ま

での事前の予測が可能であること等の利点があるもののの、気象場予測及び大気拡散計算に不確かさ

があることが利用上の束縛条件となっている。本研究では、複数モデルによる計算結果をアンサンブ

ル評価する事による不確かさの低減について、評価法の検討及び１Ｆ事故データを参照値とした不確

かさの評価を行う事を目的とする。 

2．方法  評価に用いた計算結果、国際モデル比較プロジェクト参加の 12個の先端的モデルにより

同一の気象データ、放出源情報及び水平格子間隔（3 km）を用いて計算されたものである。評価期間

は大量の放出が継続した 2011 年 3 月 15 日～21 日とし、浮遊粒子状物質の測定局で得られた大気中

Cs-137 濃度を参照値として、空間分布再現性（Capture:1 Bq/m3 以上の範囲の計算と実測の重複度、

Correlation:各地点の 3 時間平均濃度の相関係数）及び濃度再現性（FA2 及び 5：計算値が実測値の

1/2 倍から 2倍（1/5 倍から 5倍）の範囲にある割合）を評価した。 

 アンサンブル評価値では、緊急時での実測値が無い将来予測を想定して実測値は用いず、12モデル

の単純平均値と、単純平均値から偏差が大きいほど小さい重みを用いた荷重平均の二通りを採用した。 

３．結果  評価結果を図に示す。個々のモデル再現性は、主に降水の有無による再現性の差異（沈

着による大気中濃度減少の再現の差異）に

より大きく異なること、必ずしも一部のモ

デルが全ての観点で高い再現性を示さない

こと等の特徴が見られる。一方、単純平均

はほ単一モデルより良好な再現性が得られ

た。これは、各モデルの不確かさの要因が

同一では無く、その影響として生じる誤差

が一部程度打ち消し合う事による結果と考

えられる。また、重みを用いた評価は単純

平均より有意に良好であることが示された。

単純平均からの偏差が大きいモデルが持つ

不確かさの影響が重み付き平均で軽減され

た効果と考えられる。 

  本研究は環境研究総合推進費（課題番号 1-1802）によるものである。 
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図 各モデルおよびアンサンブル評価の大気中濃度
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